
現行シナリオ - リスク（中期） の重要度評価

影響度

大

中

小

低 中 高 発生確率

気候パターンの変化

（天然ゴムの木の生育可能

地域変動、品質低下、電力

供給体制の不安定化等）

温度の上昇

（道路状況悪化、降雪エリ

ア減少、自動車需要減少）

海面の上昇

（天然ゴム収穫量減少・港

湾・倉庫機能不全等）

大雨の頻発、激甚化

（建屋の損傷、倒壊リスクの

増加、輸送網の寸断等）

熱帯低気圧の増加、激甚化

（海上輸送遅延、事故発生

リスク増加、停電による生産

量低下、ITインフラ停止等）

干ばつ、水不足

（水資源の確保不安定化、

食糧不足等）

温度の上昇

（伝染病、疫病発生地域の広

域化による健康リスク拡大）

下記のオレンジ背景部分を、重要度の高いリスクとして特定する。

異常気象の増加

（需要動向の不透明化、イ

ンフラ網の機能不全による事

業活動の停滞等）

(中期：2030年頃）


